
http://www.kaigokensaku.jp/40/index.php グループホーム「いこい」は、市街地から少し山手に入った閑静な住宅地に位置し、通所介護サービスや高齢者住宅
に隣接した複合施設の一事業所である。共用空間や居室は広々としていて明るい。系列事業所の代表者の信念で
ある「人に尽くす」は管理者、全職員に徹底して指導され運営に反映されている。「いこい」の理念である「感謝（出愛
えたことに感謝をして人につくす）・家族（共に喜怒哀楽を分かち合い寄りそう深い愛でかかわります）・笑顔（みなさん
の笑顔は私達の笑顔です）」をモットーに、一人ひとりの利用者に家族同様優しく寄り添いながら共に心豊かな日々を
過ごしている。職員は、利用者の残存している機能の維持向上、潜在している能力を引き出す自立支援に取り組ん
でいる。地域の行事にも積極的に参加し親交を深めているところである。地域に根差したグループホームとして期待
される事業所である。



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービスにおける禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、防
止に努めている

毎月の会議や朝礼・終礼にてその内容を周
知している。玄関の施錠を含め、日々のケア
の中で実践している。また、定期的な勉強会
も行い、その重要性を反復している。

玄関の施錠は１９時３０分以降翌朝７時３０分まで施錠

している。日常の会話では、「ちょっと待ってください」「だ
めですよ」等の言葉による拘束の禁止を上司が常に指

導し職員に徹底している。身体拘束に関する外部研修
にも参加し、内部での伝達研修も行っており、身体拘束

をしないケアを実践している。

毎月の会議にて、理念に基づいたケアの実
施との説明を行っているが、虐待の防止につ
いては年に数回行う程度です。その中で、虐
待防止の重要性や徹底について深めてい
る。

入居者家族、地域包括支援センター、運営
者、管理者等参加にて、開催。行事予定、家
族からあった要望、ヒヤリハット、事故等あっ
た際、議題にあげ、意見をいただいた際は、
それを活かすようにしている。

２ヶ月毎に運営推進会議を開催しているが、
最近では参加者が２～３名程度であり、２者
会談、３者会談に留まっている。事業所の外
部評価や運営状況について具体的な話し合
いまでに至っていない。

家族や地域住民と参加できる日程を調
整して、できる限り多くの方に会議に参
加していただき、多くの意見等が聞か
れ、サービスの向上に活かされることが
望まれる。

運営上の事や制度の事、疑問や課題につい
て相談させて頂いている。その内容をもと
に、サービスの向上及び資質の向上に努め
ている。

制度に関することや、事業所職員の勤務時
間について等何でも気軽に電話で尋ねたり
訪問したり事業所のイベントで、テントを借り
たりしている。また、役所からのお願い事も
あり双方向の協力関係が築かれている。

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

職員全員が、その思いを共有・実践してい
る。毎月の会議や朝礼・終礼等にて、理念に
ついて話を行っている。又、意識づけや実践
に日々取り組んでいる。

施設周辺の掃除散歩の際に、近所の方と挨拶を
行っている。子供会の廃品回収に協力したり、近
くの保育所との定期的な交流を図っている。又、
地域での祭りへの参加等、施設のことを知って頂
ける機会を大切にしている。

地域の行事に職員と一緒に参加したり、保
育園児達の遊戯の訪問等もある。日常の散
歩時に触れ合う近隣の方と挨拶を交わした
り、野菜を頂いたりしており、温かい交流が
続いている。

「人に尽くす」を法人の理念とし、利用者、家族、
地域等全ての人に尽くすことを、事業所の理念と
している。会議や朝礼、終礼等はもちろん日常の
業務の中で上司から全職員へ繰り返し徹底して
指導されている。理念は、職員全員に浸透してお
り、業務の中で実践されている。

定期的に民生委員や地域の方、入居申し込
みに来られる方等から、相談を受けることが
多くある。その方のお話を伺う中で、状況に
応じた理解や支援の方法等をお話させて頂
く機会が度々ある。

1 公益社団法人　福岡県介護福祉士会



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 （6） ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性
を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （7） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （8） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 （9） ○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっ
ては性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないよ
うにしている。また、事業所で働く職員についても、その
能力を発揮し活き活きとして勤務し、社会参加や自己実
現の権利が十分に保障されるよう配慮している

14 （10） ○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、入居者に対する人権
を尊重するために、職員等に対する人権教育、啓
発活動に取り組んでいる

当法人の代表者は、管理者や職員個々の現
場での努力や実績、勤務状況を把握して、
給与水準、労働時間、やりがい等個々人が
向上心を持って働けるように、柔軟な職場環
境や条件、休みの確保等に出来る限り努め
ている。

毎月の会議や朝礼・終礼等にて、気軽に意
見や提案をして頂けるような雰囲気作りに努
めている。その内容の程度に応じて、会議に
て意見を反映したり、朝礼・終礼等にて、意
見を反映させて頂いている。職員のやる気等
を大切にしている。

家族の訪問時や通信時に意見や要望を聞いてい
る。利用者の食事時の座席について家族から「席
替え」の要望があり、すぐに改善できることは終礼
や朝礼時に職員間で情報を共有し改善している。
また、職員会議時に全員で検討したりして、運営
に反映させるようにしている。

毎月の会議や朝礼・終礼等にて、気軽に意
見や提案をして頂けるような雰囲気作りに努
めている。その内容の程度に応じて、会議に
て意見を反映したり、朝礼・終礼等にて、意
見を反映させて頂いている。職員のやる気等
を大切にしている。

管理者は、職員の意見や要望には常に耳を傾けすぐに

改善できることは実践している。更に職員会議で検討す

ることもありサービスの向上に反映させたり、職員が業
務にまい進できるように支援している。職員の退職や交

代時は、利用者に戸惑いや不安感がないように言葉使
いや表情、態度等に気を付けている。

権利擁護を利用されていた方がおられた
為、その方を例に、その制度の内容と活用に
ついて、理解している。成年後見制度につい
ても市のパンフレット等を使用し、定期的に
学ぶ機会を作っている。そのことで、支援で
きる体制を整えている。

日常生活自立支援事業を利用していた方も
いて職員は制度について概ね理解してい
る。制度の利用が必要な利用者には活用す
るように支援できる体制である。家族等への
情報提供までは至っていない。

制度に関してパンフレット等を事業
所の目につく場所に設置し、家族等
が訪問時に情報提供できることが
望まれる。

管理者を中心に詳しく説明できる体制を整え
ている。利用者や家族の不安や疑問、問題
点等を持たれていないかを随時尋ね、丁寧
な表現にて、十分に理解と納得して頂けるよ
うに、お話を行っている。何よりも話しやすい
雰囲気作りに努めている

当法人の代表者は、管理者や職員個々の現
場での努力や実績、勤務状況を把握して、
給与水準、労働時間、やりがい等個々人が
向上心を持って働けるように、柔軟な職場環
境や条件、休みの確保等に出来る限り努め
ている。

職員の採用は、性別や年齢等を理由に排除する
ことはなく、介護者としての適性を重視している。
職員が勤務しやすいように勤務時間の調整や、
休日の調整を行っている。また、能力や趣味を活
かし自己実現が可能な事業所であり、職員は活き
活きと勤務している。

当法人代表及び管理者は、職員採用にあたり、
性別や年齢等を理由に採用対象から排除してい
ない。本人の意欲を尊重している。職員は、その
有する能力等を最大限に発揮でき、生き生きと勤
務している。有給休暇も取れやすく、社会参加や
自己実現の権利等は十分に保障されている。

法人代表の信念である「人に尽くす」がグ
ループホームの理念であり、管理者をはじめ
全職員に日常的に人権教育が徹底して指導
されており、職員は利用者に対して尊厳と優
しさをもって接している。

2 公益社団法人　福岡県介護福祉士会



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

15 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを進め
ている

16 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させていく
取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
17 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

18 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

19 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その
時」まず必要としている支援を見極め、他のサービ
ス利用も含めた対応に努めている

20 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

21 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

利用者との会話一つとってみても、昔の会話やと
てもためになるお話が多い。人との会話の仕方や
考え方、気持ちの受け止め方等、利用者との会話
や仕草、行動等から、学ばせて頂く事は多い。そ
して、暮らしを共にする者として、とても楽しくよい
雰囲気を作って頂いていると思う

家族を支援させて頂くよりも利用者が日々を過ご
して頂く中で、どのように過ごして頂いたら良いの
かを考える日々である。そのような時、家族から
適切なアドバイスを頂く事も多く、利用者が楽しま
れたとなることへつながる事が多い。その為、何で
も気軽に話して頂ける絆を大切にしている。

家族等の話を十分に家族等とのペースにて、話を
聞くことに努めている。その中で、困っている事、
不安な事、要望等を聞き分け、その気持ちに十分
に寄り添いながら、家族等がどのように考え、進
めていきたいのかを整理し、取り組んでいけるよう
に関係性構築に努めている。

利用者及び家族等から、入所に関しての相談をし
て頂く場合、利用者と家族等の気持ち、今の状況
とこれからの見通し等を総合的に把握することに
努めている。その中で、利用者及び家族が必要と
している「今」を見極めるように取り組んでいる。
適切なサービス利用に柔軟に支援している。

代表者や管理者は、定期的に他の事業所と
の交流の機会がある。主に、捜索ネットワー
ク等を通じて、交流や情報交換をしている。
当施設にも他事業所の方に来て頂き、職員
等との交流・情報交換の場となっている。

利用者の話を十分に利用者とのペースにて、話を
聞くことに努めている。その中で、困っている事、
不安な事、要望等を聞き分け、その気持ちに十分
に寄り添いながら、利用者がどのように考え、進
めていきたいのかを整理し、取り組んでいけるよう
に関係性構築に努めている。

法人内外に関わらず、積極的にセミナー及び研
修会等に参加しやすい勤務体制をとっている。職
員一人一人が個々人で考え行動を行う中で、実
際のケアに繋がる意欲的な勉強の機会となって
いる。その内容を朝礼・終礼等を通して、気づき、
活かし方、学び等の報告を行って頂いている。

3 公益社団法人　福岡県介護福祉士会



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 （11） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

23 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

24 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
25 （12） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

26 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

27 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

28 （13） ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

より良く暮らして頂く為には、利用者及び家
族の希望や要望等を第一と考え、尊重しな
がら、必要に応じて関係機関とも話し合いを
行い、職員等を踏まえ、それぞれの意見やア
イディアを持ち寄り、現状に即した介護計画
を立案している。

利用者や家族から意見や要望を聞き取り、ミーテ
イングや申し送りノートを通じて課題を職員全員で
検討し、本人本位の介護計画を作成している。モ
ニタリングは３ケ月ごとに行っている。また、利用
者の体調の変化に応じて家族や主治医と話し合
い、その都度見直しを行っている。

利用者や家族等に、生活歴や馴染みの暮らし方
等を入所時に確認し、把握させて頂いている。生
活環境へも出来る限り大きな変化がないようにと
生活環境への配慮に取り組んでいる。日常の会
話で、昔の話をされる場合には、職員で共有し
サービスに活かすように支援している。

利用者への生活の場であることを認識し、日々変
化する利用者の状況や状態にも目を配り、一人
ひとり安心して、安全に生活して頂けるように取り
組んでいる。その中での生活は、心身の状態に変
化があっても有する力に変化が見られても日々出
来る事等を把握し、取り組んでいる。

利用者及び家族等と築かせて頂いた信頼関係
は、とても大切なものととらえさせて頂いている
為、関係性が途切れないように、何でも話して頂
けるような雰囲気作りと関係性を作るように努め
ている。退去した後にも、イベント等に参加される
ご家族もいる。

日々の生活の中で、利用者一人一人の思いや希望・要
望等を会話や表情、仕草等から把握するように努めて

いる。意思の疎通が困難な場合にも出来る限り本人の

思いをくみ取れるように工夫している。又、家族等からも
聞き取り等を行ない、本人本位の支援に努めている。

職員は、日々利用者と関わる中で、対話を重ねながら
本人の思いや希望、意向を聞き取っている。全職員が

連絡ノートやミーティングで情報の共有を図っている。ま

た、意思表示が困難な利用者には家族からの聞き取り
や本人のしぐさや表情などから思いをくみ取ることがで

きるように努めている。

利用者及び家族等から、今までの友人や知人等
を把握させて頂き、いつでも気軽に来て頂けるよ
うに常に利用者や家族に声を掛けさせて頂いてい
る。馴染みの人と会話され、喜ばれる表情はとて
もよく、他の利用者の方にも良い雰囲気を作る。
場所との関係性においても同様である。

友人や知人の訪問があり、職員は、お茶等で訪
問を歓迎し、気兼ねなくゆっくりと過ごしていただ
き馴染みの関係が継続できるように支援してい
る。また、在宅時の馴染みのお店に買い物に同
行したり、「以前住んで居た家を見たい」との希望
では家族に連絡したりしている。

利用者個々人の生活歴や趣味、思考等を総合的
に把握し、利用者同士の関係性が関わり合いを
楽しみと思って頂けるように、又、支え合えるよう
な関係である為に、職員は間に入り、柔軟に声を
掛けさせて頂いている。そして、孤立せずに楽し
んで頂けるように配慮し、努めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

30 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

31 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

32 （14） ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

33 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受け
られるように支援している

34 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、又、で
きるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報
交換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備
えて病院関係者との関係づくりを行っている。

35 （15） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所ででき
ることを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関
係者と共にチームで支援に取り組んでいる

利用者が入院した際には、安心して治療ができる
ように契約時に、利用者及び家族等に十分なお
話を行っている。入院の際、病院関係者が何を求
めているか共有し、協力医院との連携にて、必要
な情報が入院時に提供できるように努めている。

重度化された場合や終末期のケアへの在り方等
について、契約時に十分な説明を行っている。そ
のような場合、早い段階より本人・家族等と十分
な話し合いを行い、事業所として出来ることを理
解・納得頂いた上で、方針に伴い、共有し、関係
機関とチームとして支援に取り組むとしている。

利用契約時に本人や家族に十分な説明を行い理解を

得ている。宿泊を希望する家族が本人と居室で気兼ね

なく過ごせるように、寝具類や食事の提供も行われてい
る。かかりつけ医との連携を密にとり、今後の方針や情

報をチーム全員で共有し支援に取り組んでいる。現在も
終末期ケアの対応をしている。

本人及び家族等の希望を尊重し、十分な納得が
得られた場合、提携のかかりつけ医へと変更して
いる。月２回の往診以外で受診が必要だと判断さ
れれば、対応をしている。受診の結果は、事業
所・家族等の関係機関と情報の共有を行い、一貫
性のあるケアに努めている。

利用者や家族の希望を優先し、十分に納得を得たうえ
で、希望するかかりつけ医の受診支援をしている。月２

回、協力医による往診や２４時間体制も図られている。

数名の利用者は入居前の馴染みの医師による医療を
受けている。他科受診については、職員が同行している

が、必要に応じて家族が受診介助を行い、受診結果は
共有している。

協力医院の看護師が訪問した時、利用者の日々
の状況の変化や気づき等を相談している。そし
て、必要に応じて、利用者が、適切な受診や看護
が受けられるように環境を整えている。指示され
たことから経過までを伝え、その後の適切な診断
につながるように支援している。

利用者や家族からの日々変化するニーズに対し
て、出来る限り柔軟に対応させて頂いている。利
用者や家族と十分な話し合いの下、強い希望で
あった里帰り等、利用者の体調と緊急を要する事
態等にも備えながら、既存のサービスに捉われな
い支援に努めている。

定期的に行われる地域の行事等に参加させて頂
いている。利用者の好みや希望に応じて、安全に
安心して参加できるように、環境を整えている。単
に参加するだけではなく、そこで行われることに対
して、可能な限り心身の力を発揮して頂き、楽しん
で頂けるように工夫している。

利用者の日々の様子を個別に記録し、又、職員
間での共通のノートを活用しながら、利用者の様
子やケアへの実践と結果、その過程、気づきや工
夫の内容等、情報の共有を行っている。そして、
日々利用者の状況も変化が見受けられるため、
柔軟な対応を行っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

36 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

37 （16） ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
38 （17） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

39 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

40 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

41 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

42 （18） ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

利用者の出来ることを最大限に発揮して頂き、食
事の準備や下膳を一緒にしている。職員も同じ食
事を同じ席にて摂り、介助が必要な方に対しては
さりげなく声掛けや介助をさせて頂いている。行事
の時の食事等については、いつもとは違う、利用
者好む物となるよう工夫している。

調理は外部委託で、栄養士による献立である。利用者
の希望により職員と一緒に餃子やお好み焼き・団子作り

したり、ホーム中央のウッドデッキでソーメン流しやバー
べキューをしたりして、好評を得ている。手作りおでんの

取り分けや後片付けなど利用者と職員が共に行ってい

る。職員は利用者と同じテーブルで同じものを摂食し必
要な介助を行っている。

基本的な1日の流れはあるが、利用者の希望や
要望等を尊重し、出来る限りの対応を行ってい
る。もし、対応が出来ない場合は、利用者にその
ことを説明し、後日、対応できるよう工夫してい
る。朝起きられない方・夜寝つけない方、喫煙等、
生活習慣を大切に支援させて頂いている。

利用者の好みに応じて、定期的な美容カット
のときにも利用者の好みを尊重し、対応して
いる。寝巻や毎日の衣類についても利用者
に確認し、着たい物を選んで頂くように取り
組んでいる。意思疎通が困難な方は、ご家
族よりお話を聞き、活かすようにしている。

基本的に敬語にてお話をさせて頂いている。
利用者一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプ
ライバシーを損ねないよう、日々の業務中
で、意識して取り組んでいる。入浴や排泄は
もちろん、生活全般の中で、常に職員一人ひ
とり意識して取り組んでいる。

プライバシーについては、研修等で職員に周知を
図っている。職員は利用者に敬語で声かけを行
い、本人の瞬間を大切に受容し信頼関係を築い
ている。トイレ介助時は静かに耳元で伝えたり、
入口のドアの開閉の際は羞恥心に配慮した対応
をしている。

利用者が日々の生活の中で、自由に意思の
表出ができる機会や希望を表して頂けるよう
に取り組んでいる。例えば、おやつや自由な
時間帯に何を行いたいか等、利用者にわか
りやすく選択しやすいように表現し、雰囲気
作りに努めている。

利用者の急変や事故発生時に備えて、会議
や朝礼・終礼等にて、その手順の確認を口
頭等にて、定期的に取り組んでいる。利用者
の病状や家族の状況の変化にも柔軟に対応
し、連絡のミスがないよう実践力を高めてい
る。

年に2回、避難訓練を行っている。主に、火災を想
定したもので、昼夜問わず、それぞれの内容で
行っている。その際、連絡体制の確認、避難経
路、避難場所、必要機器等の確認をしている。
又、日頃より地域の方との交流を図り、運営推進
会議等にて、協力を呼び掛けている。

年2回、昼夜を想定した避難訓練を消防団の指導や隣
接した２事業所の協力を得て行っている。スプリンク

ラー、煙感知器、避難誘導灯、避難経路の確認をし、利
用者が安全に避難できる方法を職員全員が認識してい

る。備蓄品はオムツや飲料水を確保している。非常時の

地域協力体制確立までに至っていない。

非常時には地域の協力が不可欠となること
が想定される。地域防災もふまえ、避難訓

練参加協力の呼び掛け方をはじめとする、
地域住民との連携のあり方について今一度

検討する機会を持つことを期待したい。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

44 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

45 （19） ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

46 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取
り組んでいる

47 （20） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

48 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援
している

49 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

利用者一人一人の生活習慣を把握し、適切
に対応を行っている。又、昼夜問わず、その
時々の状況に応じて、休息したり、安心して
落ち着いて気持ちよく休んで頂けるように、
環境の整備や支援に柔軟に努めている。

利用者一人一人の服用している薬の目的や
副作用、用法や用量について、医師や看護
師と連携を図り、理解している。薬の処方が
変わった際は、朝礼でスタッフに周知、申送
り書にて周知、伝え忘れがないよう努めてい
る。

利用者個々人の状況に応じて、便秘の原因や及
ぼす影響について理解している。飲食物の工夫を
行い、十分な水分摂取に努めて頂いている。適度
な運動の機会も確保し、利用者に無理のないよう
楽しんで頂けるように、日々様子を見ながら、可
能な範囲での対応を行っている。

基本的に、1日おきに入浴日を設けている。
主に、午前中行っている。しかし、入浴日で
あってもなくても、利用者の希望やタイミング
に合わせて、曜日や時間帯の設定は行って
いない。出来る限り、利用者の希望等に添う
ように対応を行っている。

入浴は隔日で行っており、希望があればいつでも入浴

が可能である。湯温や浴室の温度に注意し、ゆず湯な

どの入浴剤で楽しく入浴できる工夫をしている。入浴を
拒否される方には無理強いせず、足浴で足を温めたりタ

イミングをずらすなどの支援をしている。重度の利用者
には安心して入浴できるようにリフトを設置している。

口腔内の清潔を確保するため、毎食後利用者一
人ひとりの口腔の状態や自力でできる口腔ケアに
取り組んでいる。自力で出来ない部分は、職員が
一部介助を行い、清潔の確保に努めている。拒否
がある方に対しては、協力歯科医院の指示を仰
ぎ、意見を頂き連携を取っている。

利用者及び家族等と十分な話し合いを行い、無
理のないように、おむつをの使用を段階的に減ら
し、紙パンツ等に変更しながら、自力での排泄が
できるように取り組んでいる。排泄パターンや習
慣を把握し、トイレでの排泄を行う事を基本に、自
立にむけた支援に努めている。

職員は利用者の排泄のサインや排泄パターンを
把握し、きめ細かい見守りやさりげない声かけで、
トイレへの誘導を行っている。日中はトイレでの排
泄の支援に取り組んでおり、排泄の自立支援とお
むつ使用の軽減につながっている。現在、尿取り
パッドを使用している方は殆どいない。

食事は、外部に委託し、栄養士の管理の下、栄養
バランスのとれたものとなっている。一人一人の
食べる量、食事形態、栄養バランス等、状態や
力、習慣に応じた支援を出来る限り行っている。
水分量の確保も好みに応じたものを出来る限り提
供させて頂き、摂取して頂いている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

51 （21） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられ
るよう支援に努めている。又、普段は行けないような場
所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力
しながら出かけられるように支援している

52 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

53 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

54 （22） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイレ
等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激（音、
光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活感や季節
感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

56 （23） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

57 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかること」
を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

バリアフリーにて利用者が移動しやすく、生活を
行いやすい環境となっている。トイレや浴室には、
適切な位置に手すりを設置し、動作の補助として
いる。利用者のできること、わかることを最大限に
発揮して頂く為に、職員間でも工夫している。

共用の空間であっても、椅子を自由に移動できる
体制を整えている。気の合った利用者との会話や
一人になりたい時等、利用者一人一人の希望や
気持ちに添い、自由に工夫できるように職員間で
確認をし、対応を行っている。

利用者や家族と相談を行いながら、利用者が使い慣れている家
具を持参して頂いている。又、写真や仏壇、飾り物等、好みに応
じたものを持ってきて頂き、環境に大きな変化がなく、居心地も
よく過ごしやすい環境になるよう工夫を行っている。家族には伝
えているが、持ち込みをされない方もいらっしゃいますので、行
事の写真を貼る事があります。

居室には好みのミニ畳が敷いてあったり、使い慣れた馴

染みの三面鏡やロッキングチェア、家族の写真、利用者

の最近のスナップ写真などが多く飾られている。窓から
は日差しが差し込み、我が家のように居心地良く暮らせ

る明るい居室となっている。

利用者から自ら、家族や大切な方に電話したり、
手紙のやり取りをしたいとの申し出があった場合
には、柔軟に対応させて頂いている。利用者の出
来ない部分を支援させて頂き、電話や手紙ができ
るように環境の整備、支援に努めている。

2ユニットの中央にウッドデッキがあり、天気の良
い日は日光浴やお茶を飲んで頂いたりと楽しめる
空間となっている。居室は、利用者にとって不快
なものとならないように配慮し、生活感や季節感
を感じて頂けるように、空間作りに努めている。

天井が高く天窓から差し込む自然の光は、リビングルー
ムをやわらかく包んでいる。音や照明、温度、湿度、換

気に配慮し、利用者の手作りの飾り物・イベントの写真
も掲示されしており、居心地良く暮らせる工夫をしてい

る。３人掛けのソファが置いてあり利用者が仲良く座り

談笑ができる共用空間である。

利用者や家族等と、お金を持つことの大切さや希
望を叶えたいことへの理解、使う事への納得等を
十分な話し合いを行った後、利用者が安心して、
希望に沿った使い方が出来るように買い物への
外出等支援させて頂いている。

利用者が、張り合いや喜びのある日々を過ごして
頂けるように、一人一人の生活歴や力を生かした
役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換となることを
利用者及び家族等との普段の会話から聞き取
り、実行できるように工夫し、支援している。

利用者の希望やその日の気分に応じて、い
つでも戸外に個別にドライブや買い物、散歩
等を行なっている。利用者や家族等からも希
望を把握し、家族の協力や理解を得ながら、
出来る限りの支援を行っている。

ホームの周囲は自然がいっぱいの環境であり、午前と
午後に散歩に出かけている。季節感を味わってもらえる

ように、花見やアジサイ・紅葉狩りなど四季折々の外出

支援をしている。また、家族の協力でドライブや外食な
ど利用者と一緒に外出してもらい、楽しく過ごせるよう支

援している。。

8 公益社団法人　福岡県介護福祉士会


